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交
流
の
新
た
な
一
歩

長
野
県

    

原
村

指
導
員
だ
よ
り

中
上
の
桜
を
眺
め
な
が
ら

　

４
年
前
の
４
月
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
臨
時
休
校
要
請

か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

る
中
、
戸
田
で
の
勤
務
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

最
初
の
２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
の
助
成
金
申
請
や
飲
食
店
の

休
業
補
償
な
ど
の
諸
手
続
き
の
支

援
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
そ
の
後
の

２
年
間
は
徐
々
に
コ
ロ
ナ
が
明
け

る
中
で
の
先
行
投
資
と
な
る
補
助

金
申
請
支
援
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

模
索
す
る
日
々
で
し
た
。

　

漁
業
と
観
光
が
主
要
産
業
の
ま

ち
で
、
地
域
の
担
い
手
が
人
口
減

少
や
高
齢
化
で
少
な
く
な
る
中
、

コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
目
標
に
努
力

し
ま
し
た
が
、
私
の
力
不
足
か
ら

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

３
月
29
日
夜
、
５
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
夜
桜
ま
つ
り
を
以
て
よ

う
や
く
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
た
と
実

感
し
ま
し
た
。

　

4
月
よ
り
原
支
所
勤
務
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
戸
田
に

行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

4
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　

指
導
員
Y
K

　

本
校
の
伝
統
行
事
と
な
る
長
野

県
原
村
と
の
交
流
も
45
年
の
歴
史

と
な
り
ま
し
た
。

　

夏
に
は
、
原
小
学
校
の
5
年
生

が
、
戸
田
を
訪
れ
、
本
校
の
児
童

と
一
緒
に
御
浜
海
水
浴
場
で
海
水

浴
を
し
た
り
、
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
の

甲
羅
に
絵
付
け
を
し
た
り
し
て
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

冬
は
、
こ
れ
ま
で
の
5
年
生
に

加
え
、
昨
年
度
は
6
年
生
が
原
村

を
訪
れ
、
一
緒
に
ス
ケ
ー
ト
や
ス

キ
ー
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

  

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
、
中
等

部
行
事
と
し
て
、
7
年
生
も
原
中

学
校
と
の
交
流
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
今
年
の
新
た
な
取
組
と

し
て
、
7
年
生
は
物
品
販
売
の
体

験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

5
・
6
年
生
が
制
作
し
た
戸
田
Ｐ

Ｒ
動
画
を
会
場
に
て
放
映
し
ま
し

た
。

  

戸
田
ジ
ュ
ニ
ア
観
光
大
使
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
方
に
戸
田
の
魅

力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
産
物
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
に

加
盟
さ
れ
て
い
る
事
業
所
様
に
御

協
力
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
で
仕

入
れ
た
商
品
を
、
直
接
販
売
す
る

こ
と
で
、
戸
田
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
子
供
た
ち
が
ふ
る
さ
と

を
大
切
に
す
る
き
っ
か
け
と
な
る

取
組
と
し
て
、
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

   

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り

合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
！

【
障
害
者
差
別
解
消
法
と
は
？
】

 

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

互
い
に
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合

い
な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
の

実
現
を
目
的
と
し
た
法
律
で
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
国
の
行
政
機

関
や
地
方
公
共
団
体
等
及
び
事
業

者
に
お
け
る
、
障
が
い
の
あ
る
人

へ
の
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の

禁
止
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
提

供
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
４
月
１
日
に
改
正
障
害

者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
努
力
義
務
だ
っ
た
事
業

者
に
よ
る
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
障
が
い
の
あ
る
人

と
は
、
身
体
障
が
い
、
知
的
障
が

い
、
精
神
障
が
い
な
ど
で
、
日
常

生
活
や
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限

を
受
け
て
い
る
全
て
の
人
で
す
。

※
「
事
業
者
」
と
は
、
企
業
や
団

体
、
店
舗
の
こ
と
で
あ
り
、
目
的

の
営
利
・
非
営
利
、
個
人
・
法
人

を
問
わ
ず
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
反
復
継
続
す
る
意
思
を
も
っ
て

行
う
者
を
い
い
ま
す
。

個
人
事
業
主
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
も
「
事
業

者
」
に
含
ま
れ
ま
す
。

【
合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は
？
】

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
何
ら
か
の

対
応
を
必
要
と
し
て
い
る
と
き
に
、

支
障
と
な
る
こ
と
な
ど
を
、
負
担

の
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
解
決
す
る

た
め
に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

（
具
体
例
）

 

車
椅
子
利
用
者
の
た
め
に
ス
ロ

ー
プ
を
つ
け
て
段
差
を
な
く
す
・

筆
談
、
読
み
上
げ
、
手
話
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
に
よ
る

意
思
伝
達
手
段
を
用
い
る

合理的配慮の事例
           （手話を用いた意思疎通）

桜並木ライトアップ
戸田中上地区

（3面に詳細）
桜並木ライトアップ
戸田中上地区

（3面に詳細）

沼
津
市
立
戸
田
小
中
一
貫
学
校

      

教
頭　

眞
野  

智
弘　

（
3
面
に
続
き
ま
す
）

新
会
員
の
ご
紹
介（
敬
称
略
）

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

㈱
稲
木
製
茶
工
場
（
愛
鷹
）

　

稲
木
一
博　

製
茶
業

松
陽
（
原
北
）

　

室
伏
浩
志　

飲
食
業

Ｓ
Ｇ
サ
ポ
ー
ト
（
一
本
松
）

　

杉
山
琢
磨　

建
設
業

坂
の
下
珈
琲
（
戸
田
）

　

佐
久
間
良　

飲
食
業

中
野
内
装
（
東
部
）

　

中
野
友
史　

建
設
業

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
（
東
部
）

　

秋
山
由
崇　

小
売
業

Ｋ
Ｍ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
東
部
）

　

佐
野
誠　

機
械
部
品
製
造

さ
ざ
波
商
店
（
東
部
）

　

伊
藤
友
貴　

デ
ザ
イ
ン
業

㈱
イ
ー
ジ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
原
新
田
）

　
茅
野
修
平　

情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス

㈱
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
エ
ク
サ
（
原
新
田
）

　
茅
野
修
平　

情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス

㈱
ネ
ク
ス
ト
ニ
ュ
ー
ト
ン
ズ
（
原
新
田
） 

　
茅
野
修
平　

情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス

２
ｎ
ｄ　

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
（
東
部
）  

　

小
畑
光
永　

飲
食
業

　

沼
津
市 

障
が
い
福
祉
課

T
E
L
０
５
５  

９
３
４  

４
８
２
９

F
A
X
０
５
５  

９
３
４  

2
6
3
1

syouhuku@
city.num

azu.lg.jp

問
い
合
わ
せ
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原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺

 西念寺(さいねんじ)

 

西
念
寺
は
宗
祖
一
遍
上
人
が
弘

安
年
中（
一
二
七
八
〜一
二
八
七
）原
に

立
ち
寄
っ
た
時
に
弟
子
の
覚
阿
素

源
和
尚
が
建
立
し
た
と
言
わ
れ
る
。

 

西
念
寺
は
長
興
寺（
海
上
山
）・大

通
寺（
海
岸
山
）と
共
に
海
に
因
む

山
号（
海
源
山
）を
持
ち
、又
寺
の

正
式
名
称
に
山
号
+
院
号（
映
月

院
）+
寺
号（
西
念
寺
）を
併
せ
持

つ
。原
近
辺
に
は
こ
の
よ
う
な
事
例

は
数
少
な
い
。

 

西
念
寺
は
か
って
山
門・観
音
堂
等

を
併
せ
持
つ
海
望
景
勝
の
寺
で
常

休
庵（
原
駅
前
の
中
央
公
園
付
近

に
在
っ
た
）な
ど
の
末
寺
が
あ
っ
た
。

  

常
休
庵
は「
焼
け
ず
の
常
休
庵
」

の
民
話
で
知
ら
れ
、白
隠
禅
師
は
子

供
の
頃
、常
休
庵
に
住
む
休
心
坊

か
ら
色
々
の
事
を
教
わ
り
感
化
を

受
け
た
。

 

西
念
寺
の
本
堂
、付
属
建
物
は
明

治
二
十
六
年
の
鉄
道
火
災
で
焼
失
、

現
在
の
本
堂
は
大
正
十
五
年
に
再
建

さ
れ
た
。

　

本
堂
前
東
側
に
は
学
問
の
神
様
で

知
ら
れ
る
菅
原
道
真
公
を
祀
る
天

満
宮（
原
の
天
神
さ
ん
）が
あ
る
。

 

白
隠
禅
師
は
幼
少
の
頃
、母
と
共
に

昌
原
寺
で
聞
い
た
地
獄
の
話
の
恐
ろ

し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、地
獄
か
ら
逃

れ
よ
う
と
日
夜
、近
所
の
西
念
寺
の

天
神
さ
ん
に
お
参
り
し
た
。

 

現
在
は
七
月
に
天
満
宮
の
祭
典
が

賑
や
か
に
行
わ
れ
る
。

　

又
、寺
境
内
に
は
児
童
福
祉
施
設

「
天
神
保
育
園
」が
あ
り
、児
童
の
賑

や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

                      　

  

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会 

顧
問
）                     

　

1
月
24
日
（
水
）
、
ス
マ
ホ
の

普
及
に
よ
り
集
客
の
手
段
と
し
て

有
用
な
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
つ

い
て
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

■
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
検
索
結
果
や

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
上
に
表
示

さ
れ
る
事
業
所
の
情
報
を
、
事
業

者
側
が
無
料
で
登
録
・
管
理
が
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
う
ま
く
活
用

で
き
れ
ば
集
客
方
法
と
し
て
非
常

に
有
用
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

■
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ 

Ｇ
Ｐ
Ｔ

　

近
年
話
題
と
な
っ
て
い
る
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
使
っ
た
チ
ャ
ッ

（
１
面
よ
り
）

　

戸
田
小
中
一
貫
学
校
7
年
生
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て

戸
田
の
特
産
品
に
つ
い
て
調
べ
、

地
域
の
協
力
の
も
と
、
自
分
た
ち

で
事
業
所
を
探
り
仕
入
れ
を
決
め
、

戸
田
の
魅
力
を
伝
え
な
が
ら
販
売

す
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
原
村
役
場
や
学
校
な
ど
、
村
を

あ
げ
て
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
た

く
さ
ん
の
方
が
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
自
分
が

子
供
の
頃
の
交
流
が
き
っ
か
け
で
、

戸
田
に
遊
び
に
来
ら
れ
た
方
や
戸

田
に
行
っ
た
時
の
こ
と
を
懐
か
し

む
声
が
聞
か
れ
、
原
村
と
戸
田
村

時
代
か
ら
の
長
い
交
流
の
歴
史
と

つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

販
売
活
動
を
行
っ
た
7
年
生
か

ら
は
、
原
村
の
皆
さ
ん
に
戸
田
の

良
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
も
ら
え
た

こ
と
や
多
く
の
お
客
様
に
来
て
も

　

３
月
12
日
、
卒
業
を
控
え
た
戸

田
小
中
一
貫
学
校
９
年
生
に
戸
田

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
い
、

誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
ふ
る
さ
と

を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
法
人
会
戸

田
支
部
が
特
別
授
業
を
行
い
ま
し

た
。

①
戸
田
の
特
産
品
の
実
食
体
験

　

今
回
も
昨
年
の
か
に
や
さ
ん
同

様
に
、
戸
田
支
部
役
員
で
も
あ
る

『
丸
吉
食
堂
』
で
行
い
、
漁
師
鍋

等
を
食
し
ま
し
た
。
調
理
し
た
最

高
級
の
高
足
ガ
ニ
も
食
卓
に
並
び

ま
し
た
。
食
べ
た
こ
と
の
な
い
生

徒
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
口

々
に
「
お
い
し
い
」
と
言
い
な
が

ら
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

②
元
沼
津
市
議
会
議
員

　

    

水
口
淳
さ
ん
に
よ
る
講
演

　

小
中
一
貫
校
の
７
、
８
、
９
年

生
の
皆
さ
ん
に
「
ヘ
ダ
号
建
造
と

戸
田
地
域
の
歴
史
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
会
を
実
施
。
ヘ
ダ
号
の

建
造
の
過
程
や
日
本
で
初
め
て
の

洋
式
帆
船
を
6
隻
作
っ
た
な
ど
誇

れ
る
歴
史
が
地
元
に
は
あ
る
と
い

う
事
な
ど
戸
田
の
大
人
に
も
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
貴
重
な
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

♦
視
察
研
修

　

１
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、

岐
阜
〜
愛
知
を
視
察
研
修
し
て
き

ま
し
た
。
関
市
の
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
ミ
ニ
は
さ
み
組
み
立
て
体

験
を
行
い
、
岐
阜
関
ヶ
原
古
戦
場

記
念
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
土
曜
日
、
青
年
部
主

催
の
豆
ま
き
を
く
る
ら
戸
田
で
４

年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

直
前
ま
で
人
が
集
ま
ら
ず
や
き

も
き
し
ま
し
た
が
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
や
道
の
駅
に
来
て
い
た
観

光
客
が
集
ま
り
、
２
階
か
ら
青
年

部
員
が
投
げ
る
豆
や
お
菓
子
を
笑

顔
で
取
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

♠
豆
ま
き
大
会
開
催

♥
桜
ま
つ
り
の
開
催

♣
桜
並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

３
月
29
日
、
戸
田
支
所
青
年
部

主
催
の
桜
ま
つ
り
を
現
地
で
５
年

ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

桜
の
開
花
は
残
念
な
が
ら
間
に

合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
午
前
中

ま
で
の
悪
天
候
が
一
転
し
て
晴
天

と
な
り
、
暖
か
な
陽
気
に
包
ま
れ
、

焼
き
そ
ば
、
焼
き
と
り
、
わ
な
げ

を
始
め
、
女
性
部
の
皆
さ
ま
に
は

お
し
る
こ
サ
ー
ビ
ス
で
出
店
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
た
。

ら
っ
て
お

褒
め
の
声

か
け
を
い

た
だ
い
た

こ
と
な
ど

の
喜
び
の

感
想
が
聞

か
れ
ま
し

た
。

ト
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
上

で
活
用
す
る
事
例
と
し
て
は
、
採

用
面
接
時
の
質
問
事
項
や
デ
ー
タ

の
集
計
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
企

画
書
と
い
っ
た
文
章
の
作
成
な
ど
、

表
現
力
や
想
像
力
が
必
要
な
シ
ー

ン
に
つ
い
て
活
用
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
実

際
の
登
録
方
法
や
そ
の
後
の
運
用

方
法
に
お
け
る
注
意
点
の
説
明
が

行
わ
れ
、
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
現
在
提
供
さ
れ
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
の
な
か
で
も
代
表
的
な
Ｏ

ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
社
の
も
の
を
実
際
に

使
用
し
、
実
際
の
画
面
で
動
か
し

な
が
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

沼
津
法
人
会
三
浦
・
戸
田
支
部

グ
ル
メ
大
使
育
成
授
業

青
年
部
活
動
報
告

　

戸
田
支
所
青
年
部
で
は
、
こ
の

時
期
中
上
地
区
の
大
久
保
川
沿
い

に
あ
る
桜
並
木
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

桜
の
開
花
が
遅
く
な
っ
た
た
め
、

３
月
30
日
か
ら
４
月
12
日
ま
で
の

約
１
週
間
、
満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
や
枝
垂
れ
桜
が
ラ
イ
ト
で
照
ら

さ
れ
、
幻
想
的
な
光
景
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
前
期
分
の
商
工
会
費
を

6
月
20
日
に
、
指
定
の
銀
行
口
座

か
ら
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
原
支
所
の
青
年
部
・
女

性
部
に
加
入
さ
れ
て
い
る
事
業
所

は
、
合
わ
せ
て
口
座
振
替
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
指
定
し
て
い
な
い

原
支
所
の
事
業
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
求
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

前
期
会
費
口
座
振
替
に
つ
い
て

Ｇｏｏｇｌｅビジネスプロフィール＆
ＣｈａｔＧＰＴ活用セミナー

海
源
山
映
月
院
西
念
寺（
東
町
） 

　

時
宗（
一
遍
上
人
が
開
い
た

　
　

念
仏
宗
）  

柴
山
仁
史 

住
職

本
山
＝
藤
沢
市 

藤
沢
山
無
量
光

　

院
清
浄
光
寺（
通
称
遊
行
寺
）

本
尊
＝
阿
弥
陀
如
来 

開
山
＝
覚
阿
素
源
和
尚

戸田支所とWeb会議戸田支所とWeb会議

（
訂
正
）
ウ
イ
ン
グ
第
１
３
０
号 

２
ペ
ー
ジ
下
段
、
14
行
目

（
誤
）「
清
心
庵
」（
正
）「
静
心
庵
」
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お詫びと
訂正
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原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺

 西念寺(さいねんじ)

 

西
念
寺
は
宗
祖
一
遍
上
人
が
弘

安
年
中（
一
二
七
八
〜一
二
八
七
）原
に

立
ち
寄
っ
た
時
に
弟
子
の
覚
阿
素

源
和
尚
が
建
立
し
た
と
言
わ
れ
る
。

 

西
念
寺
は
長
興
寺（
海
上
山
）・大

通
寺（
海
岸
山
）と
共
に
海
に
因
む

山
号（
海
源
山
）を
持
ち
、又
寺
の

正
式
名
称
に
山
号
+
院
号（
映
月

院
）+
寺
号（
西
念
寺
）を
併
せ
持

つ
。原
近
辺
に
は
こ
の
よ
う
な
事
例

は
数
少
な
い
。

 

西
念
寺
は
か
って
山
門・観
音
堂
等

を
併
せ
持
つ
海
望
景
勝
の
寺
で
常

休
庵（
原
駅
前
の
中
央
公
園
付
近

に
在
っ
た
）な
ど
の
末
寺
が
あ
っ
た
。

  

常
休
庵
は「
焼
け
ず
の
常
休
庵
」

の
民
話
で
知
ら
れ
、白
隠
禅
師
は
子

供
の
頃
、常
休
庵
に
住
む
休
心
坊

か
ら
色
々
の
事
を
教
わ
り
感
化
を

受
け
た
。

 

西
念
寺
の
本
堂
、付
属
建
物
は
明

治
二
十
六
年
の
鉄
道
火
災
で
焼
失
、

現
在
の
本
堂
は
大
正
十
五
年
に
再
建

さ
れ
た
。

　

本
堂
前
東
側
に
は
学
問
の
神
様
で

知
ら
れ
る
菅
原
道
真
公
を
祀
る
天

満
宮（
原
の
天
神
さ
ん
）が
あ
る
。

 

白
隠
禅
師
は
幼
少
の
頃
、母
と
共
に

昌
原
寺
で
聞
い
た
地
獄
の
話
の
恐
ろ

し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、地
獄
か
ら
逃

れ
よ
う
と
日
夜
、近
所
の
西
念
寺
の

天
神
さ
ん
に
お
参
り
し
た
。

 

現
在
は
七
月
に
天
満
宮
の
祭
典
が

賑
や
か
に
行
わ
れ
る
。

　

又
、寺
境
内
に
は
児
童
福
祉
施
設

「
天
神
保
育
園
」が
あ
り
、児
童
の
賑

や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

                      　

  

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会 

顧
問
）                     

　

1
月
24
日
（
水
）
、
ス
マ
ホ
の

普
及
に
よ
り
集
客
の
手
段
と
し
て

有
用
な
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
つ

い
て
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

■
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
検
索
結
果
や

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
上
に
表
示

さ
れ
る
事
業
所
の
情
報
を
、
事
業

者
側
が
無
料
で
登
録
・
管
理
が
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
う
ま
く
活
用

で
き
れ
ば
集
客
方
法
と
し
て
非
常

に
有
用
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

■
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ 

Ｇ
Ｐ
Ｔ

　

近
年
話
題
と
な
っ
て
い
る
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
使
っ
た
チ
ャ
ッ

（
１
面
よ
り
）

　

戸
田
小
中
一
貫
学
校
7
年
生
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て

戸
田
の
特
産
品
に
つ
い
て
調
べ
、

地
域
の
協
力
の
も
と
、
自
分
た
ち

で
事
業
所
を
探
り
仕
入
れ
を
決
め
、

戸
田
の
魅
力
を
伝
え
な
が
ら
販
売

す
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
原
村
役
場
や
学
校
な
ど
、
村
を

あ
げ
て
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
た

く
さ
ん
の
方
が
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
自
分
が

子
供
の
頃
の
交
流
が
き
っ
か
け
で
、

戸
田
に
遊
び
に
来
ら
れ
た
方
や
戸

田
に
行
っ
た
時
の
こ
と
を
懐
か
し

む
声
が
聞
か
れ
、
原
村
と
戸
田
村

時
代
か
ら
の
長
い
交
流
の
歴
史
と

つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

販
売
活
動
を
行
っ
た
7
年
生
か

ら
は
、
原
村
の
皆
さ
ん
に
戸
田
の

良
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
も
ら
え
た

こ
と
や
多
く
の
お
客
様
に
来
て
も

　

３
月
12
日
、
卒
業
を
控
え
た
戸

田
小
中
一
貫
学
校
９
年
生
に
戸
田

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
い
、

誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
ふ
る
さ
と

を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
法
人
会
戸

田
支
部
が
特
別
授
業
を
行
い
ま
し

た
。

①
戸
田
の
特
産
品
の
実
食
体
験

　

今
回
も
昨
年
の
か
に
や
さ
ん
同

様
に
、
戸
田
支
部
役
員
で
も
あ
る

『
丸
吉
食
堂
』
で
行
い
、
漁
師
鍋

等
を
食
し
ま
し
た
。
調
理
し
た
最

高
級
の
高
足
ガ
ニ
も
食
卓
に
並
び

ま
し
た
。
食
べ
た
こ
と
の
な
い
生

徒
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
口

々
に
「
お
い
し
い
」
と
言
い
な
が

ら
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

②
元
沼
津
市
議
会
議
員

　

    

水
口
淳
さ
ん
に
よ
る
講
演

　

小
中
一
貫
校
の
７
、
８
、
９
年

生
の
皆
さ
ん
に
「
ヘ
ダ
号
建
造
と

戸
田
地
域
の
歴
史
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
会
を
実
施
。
ヘ
ダ
号
の

建
造
の
過
程
や
日
本
で
初
め
て
の

洋
式
帆
船
を
6
隻
作
っ
た
な
ど
誇

れ
る
歴
史
が
地
元
に
は
あ
る
と
い

う
事
な
ど
戸
田
の
大
人
に
も
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
貴
重
な
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

♦
視
察
研
修

　

１
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、

岐
阜
〜
愛
知
を
視
察
研
修
し
て
き

ま
し
た
。
関
市
の
刃
物
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
ミ
ニ
は
さ
み
組
み
立
て
体

験
を
行
い
、
岐
阜
関
ヶ
原
古
戦
場

記
念
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
土
曜
日
、
青
年
部
主

催
の
豆
ま
き
を
く
る
ら
戸
田
で
４

年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

直
前
ま
で
人
が
集
ま
ら
ず
や
き

も
き
し
ま
し
た
が
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
や
道
の
駅
に
来
て
い
た
観

光
客
が
集
ま
り
、
２
階
か
ら
青
年

部
員
が
投
げ
る
豆
や
お
菓
子
を
笑

顔
で
取
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

♠
豆
ま
き
大
会
開
催

♥
桜
ま
つ
り
の
開
催

♣
桜
並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

３
月
29
日
、
戸
田
支
所
青
年
部

主
催
の
桜
ま
つ
り
を
現
地
で
５
年

ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

桜
の
開
花
は
残
念
な
が
ら
間
に

合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
午
前
中

ま
で
の
悪
天
候
が
一
転
し
て
晴
天

と
な
り
、
暖
か
な
陽
気
に
包
ま
れ
、

焼
き
そ
ば
、
焼
き
と
り
、
わ
な
げ

を
始
め
、
女
性
部
の
皆
さ
ま
に
は

お
し
る
こ
サ
ー
ビ
ス
で
出
店
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
た
。

ら
っ
て
お

褒
め
の
声

か
け
を
い

た
だ
い
た

こ
と
な
ど

の
喜
び
の

感
想
が
聞

か
れ
ま
し

た
。

ト
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
上

で
活
用
す
る
事
例
と
し
て
は
、
採

用
面
接
時
の
質
問
事
項
や
デ
ー
タ

の
集
計
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
企

画
書
と
い
っ
た
文
章
の
作
成
な
ど
、

表
現
力
や
想
像
力
が
必
要
な
シ
ー

ン
に
つ
い
て
活
用
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
実

際
の
登
録
方
法
や
そ
の
後
の
運
用

方
法
に
お
け
る
注
意
点
の
説
明
が

行
わ
れ
、
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
現
在
提
供
さ
れ
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
の
な
か
で
も
代
表
的
な
Ｏ

ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
社
の
も
の
を
実
際
に

使
用
し
、
実
際
の
画
面
で
動
か
し

な
が
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

沼
津
法
人
会
三
浦
・
戸
田
支
部

グ
ル
メ
大
使
育
成
授
業

青
年
部
活
動
報
告

　

戸
田
支
所
青
年
部
で
は
、
こ
の

時
期
中
上
地
区
の
大
久
保
川
沿
い

に
あ
る
桜
並
木
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

桜
の
開
花
が
遅
く
な
っ
た
た
め
、

３
月
30
日
か
ら
４
月
12
日
ま
で
の

約
１
週
間
、
満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
や
枝
垂
れ
桜
が
ラ
イ
ト
で
照
ら

さ
れ
、
幻
想
的
な
光
景
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
前
期
分
の
商
工
会
費
を

6
月
20
日
に
、
指
定
の
銀
行
口
座

か
ら
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
原
支
所
の
青
年
部
・
女

性
部
に
加
入
さ
れ
て
い
る
事
業
所

は
、
合
わ
せ
て
口
座
振
替
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
指
定
し
て
い
な
い

原
支
所
の
事
業
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
請
求
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

前
期
会
費
口
座
振
替
に
つ
い
て

Ｇｏｏｇｌｅビジネスプロフィール＆
ＣｈａｔＧＰＴ活用セミナー

海
源
山
映
月
院
西
念
寺（
東
町
） 

　

時
宗（
一
遍
上
人
が
開
い
た

　
　

念
仏
宗
）  

柴
山
仁
史 

住
職

本
山
＝
藤
沢
市 

藤
沢
山
無
量
光

　

院
清
浄
光
寺（
通
称
遊
行
寺
）

本
尊
＝
阿
弥
陀
如
来 

開
山
＝
覚
阿
素
源
和
尚

戸田支所とWeb会議戸田支所とWeb会議

（
訂
正
）
ウ
イ
ン
グ
第
１
３
０
号 

２
ペ
ー
ジ
下
段
、
14
行
目

（
誤
）「
清
心
庵
」（
正
）「
静
心
庵
」
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お詫びと
訂正
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交
流
の
新
た
な
一
歩

長
野
県

    

原
村

指
導
員
だ
よ
り

中
上
の
桜
を
眺
め
な
が
ら

　

４
年
前
の
４
月
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
臨
時
休
校
要
請

か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

る
中
、
戸
田
で
の
勤
務
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

最
初
の
２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
の
助
成
金
申
請
や
飲
食
店
の

休
業
補
償
な
ど
の
諸
手
続
き
の
支

援
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
そ
の
後
の

２
年
間
は
徐
々
に
コ
ロ
ナ
が
明
け

る
中
で
の
先
行
投
資
と
な
る
補
助

金
申
請
支
援
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

模
索
す
る
日
々
で
し
た
。

　

漁
業
と
観
光
が
主
要
産
業
の
ま

ち
で
、
地
域
の
担
い
手
が
人
口
減

少
や
高
齢
化
で
少
な
く
な
る
中
、

コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
目
標
に
努
力

し
ま
し
た
が
、
私
の
力
不
足
か
ら

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

３
月
29
日
夜
、
５
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
夜
桜
ま
つ
り
を
以
て
よ

う
や
く
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
た
と
実

感
し
ま
し
た
。

　

4
月
よ
り
原
支
所
勤
務
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
戸
田
に

行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

4
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　

指
導
員
Y
K

　

本
校
の
伝
統
行
事
と
な
る
長
野

県
原
村
と
の
交
流
も
45
年
の
歴
史

と
な
り
ま
し
た
。

　

夏
に
は
、
原
小
学
校
の
5
年
生

が
、
戸
田
を
訪
れ
、
本
校
の
児
童

と
一
緒
に
御
浜
海
水
浴
場
で
海
水

浴
を
し
た
り
、
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
の

甲
羅
に
絵
付
け
を
し
た
り
し
て
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

冬
は
、
こ
れ
ま
で
の
5
年
生
に

加
え
、
昨
年
度
は
6
年
生
が
原
村

を
訪
れ
、
一
緒
に
ス
ケ
ー
ト
や
ス

キ
ー
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

  

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
、
中
等

部
行
事
と
し
て
、
7
年
生
も
原
中

学
校
と
の
交
流
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
今
年
の
新
た
な
取
組
と

し
て
、
7
年
生
は
物
品
販
売
の
体

験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

5
・
6
年
生
が
制
作
し
た
戸
田
Ｐ

Ｒ
動
画
を
会
場
に
て
放
映
し
ま
し

た
。

  

戸
田
ジ
ュ
ニ
ア
観
光
大
使
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
方
に
戸
田
の
魅

力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
産
物
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
に

加
盟
さ
れ
て
い
る
事
業
所
様
に
御

協
力
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
で
仕

入
れ
た
商
品
を
、
直
接
販
売
す
る

こ
と
で
、
戸
田
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
子
供
た
ち
が
ふ
る
さ
と

を
大
切
に
す
る
き
っ
か
け
と
な
る

取
組
と
し
て
、
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

   

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り

合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
！

【
障
害
者
差
別
解
消
法
と
は
？
】

 

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

互
い
に
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合

い
な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
の

実
現
を
目
的
と
し
た
法
律
で
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
国
の
行
政
機

関
や
地
方
公
共
団
体
等
及
び
事
業

者
に
お
け
る
、
障
が
い
の
あ
る
人

へ
の
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の

禁
止
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
提

供
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
４
月
１
日
に
改
正
障
害

者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
努
力
義
務
だ
っ
た
事
業

者
に
よ
る
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
障
が
い
の
あ
る
人

と
は
、
身
体
障
が
い
、
知
的
障
が

い
、
精
神
障
が
い
な
ど
で
、
日
常

生
活
や
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限

を
受
け
て
い
る
全
て
の
人
で
す
。

※
「
事
業
者
」
と
は
、
企
業
や
団

体
、
店
舗
の
こ
と
で
あ
り
、
目
的

の
営
利
・
非
営
利
、
個
人
・
法
人

を
問
わ
ず
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
反
復
継
続
す
る
意
思
を
も
っ
て

行
う
者
を
い
い
ま
す
。

個
人
事
業
主
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
も
「
事
業

者
」
に
含
ま
れ
ま
す
。

【
合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は
？
】

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
何
ら
か
の

対
応
を
必
要
と
し
て
い
る
と
き
に
、

支
障
と
な
る
こ
と
な
ど
を
、
負
担

の
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
解
決
す
る

た
め
に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

（
具
体
例
）

 
車
椅
子
利
用
者
の
た
め
に
ス
ロ

ー
プ
を
つ
け
て
段
差
を
な
く
す
・

筆
談
、
読
み
上
げ
、
手
話
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
に
よ
る

意
思
伝
達
手
段
を
用
い
る

合理的配慮の事例
           （手話を用いた意思疎通）

桜並木ライトアップ
戸田中上地区

（3面に詳細）
桜並木ライトアップ
戸田中上地区

（3面に詳細）

沼
津
市
立
戸
田
小
中
一
貫
学
校

      

教
頭　

眞
野  

智
弘　

（
3
面
に
続
き
ま
す
）

新
会
員
の
ご
紹
介（
敬
称
略
）

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

㈱
稲
木
製
茶
工
場
（
愛
鷹
）

　

稲
木
一
博　

製
茶
業

松
陽
（
原
北
）

　

室
伏
浩
志　

飲
食
業

Ｓ
Ｇ
サ
ポ
ー
ト
（
一
本
松
）

　

杉
山
琢
磨　

建
設
業

坂
の
下
珈
琲
（
戸
田
）

　

佐
久
間
良　

飲
食
業

中
野
内
装
（
東
部
）

　

中
野
友
史　

建
設
業

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
（
東
部
）

　

秋
山
由
崇　

小
売
業

Ｋ
Ｍ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
東
部
）

　

佐
野
誠　

機
械
部
品
製
造

さ
ざ
波
商
店
（
東
部
）

　

伊
藤
友
貴　

デ
ザ
イ
ン
業

㈱
イ
ー
ジ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
原
新
田
）

　
茅
野
修
平　

情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス

㈱
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
エ
ク
サ
（
原
新
田
）

　
茅
野
修
平　

情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス

㈱
ネ
ク
ス
ト
ニ
ュ
ー
ト
ン
ズ
（
原
新
田
） 

　
茅
野
修
平　

情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス

２
ｎ
ｄ　

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
（
東
部
）  

　

小
畑
光
永　

飲
食
業

　

沼
津
市 

障
が
い
福
祉
課

T
E
L
０
５
５  

９
３
４  

４
８
２
９

F
A
X
０
５
５  

９
３
４  

2
6
3
1

syouhuku@
city.num

azu.lg.jp

問
い
合
わ
せ


